
 

〈キャップハンディ体験 中〉 

 

 12月11日(水)の５・６校時に中学生がキャップ

ハンディ体験と人権講話を行いました。講師とし

て社会福祉協議会ボランティア、人権擁護委員、

滝沢市福祉部の職員、総勢７名の皆さんにお世話

になりました。キャップハンディ体験では「ボッ

チャ」に挑戦しました。ボッチャはパラリンピッ

クでも正式種目になっている競技で、誰でも楽し

く競技できるボールゲームです。今回は立った状

態に加えて、車いすやパイプ椅子に座りながら挑

戦してみました。その後、人権キャラクター、ま

もる君とあゆみちゃんを使って「人権」について

お話をいただきました。短い時間ではありました

が、大切なことを学んだようです。 

（生徒の感想文をご覧ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長縄、跳べるようになりました！ 
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生徒の感想より その１ 

「私はキャップハンディ体験で初めてボッチャを行いま

した。ボッチャとは子供から高齢、障がいをもっている

人まで誰もができるユニバーサルスポーツです。まずは

練習でＡ３の紙とＡ４の紙の上にボッチャのボールを離

れたところから投げ、載せるというゲームをしました。

最初は紙より奥へ行ってしまったけど、講師の皆さんが

アドバイスをしてくれたおかげでコツをつかみ、ほとん

どのボールを紙に収めることができました。（中略）す

ごく楽しかったし、貴重な体験でした。」 

   

「いっぱい、読みました。」 

～ 小学校2学期の読書冊数から ～ 

 ６年 佐藤幸太郎さん   ２９冊 

 ５年 大峠 朝陽さん   ３９冊 

     小山田來未さん    ３５冊 

下平 海羽さん   ２６冊 

横田 悠希さん   ４９冊 

 ４年 新井 桜 さん   ７０冊 

     佐々木結菜さん   ６３冊 

     渡辺 一休さん   ４０冊 

  ３年 大島 璃途さん   ４３冊 

    佐藤 花楠さん   ９０冊 

 ２年 新井 想馬さん   ８２冊 

    大峠 晴陽さん  １５４冊 

    佐々木結津さん  １５３冊 

    千葉 陽智さん   ８２冊 

 １年 小山田和佳さん  １０１冊 

    横田 凪音さん  １５２冊 

 たくさんの文字や色々な表現にいっぱいふれ、豊かにな

りましたね。これからも色々な本の世界に入りましょう。 

「みんな」で、楽しく！ 

 ～ キャップハンディ体験・人権講話から～ 

生徒の感想より その２ 

「今日私はキャップハンディ体験と人権講話を体験して心に

残ったことが二つありました。一つ目は「ボッチャ」です。

（中略）二つ目は人権講話です。障がいを持つ人は「かわい

そうに」という言葉が一番言われたくない言葉だということ

がわかりました。東京へ行った時に車イスの方を見かけたと

きに店員さんが普通に接しているのをみて、驚いたことがあ

ります。障がいのある方は特別扱いされることがいやだと思

っている事がわかりました。」 

回覧 



 

 

12月18日（水）昼休み～６校時、小中学校のホ

ールを会場に、小学校３・４年生が総合的な学習

の時間等で学んだことを発表する催しを行いまし

た。「2024『森を守ろうフェスティバル！』」、

通称「森フェス」です。事前にポスターを作製・

掲示したり、関係者に声がけをしたりしたことも

あり、小中学生に加えて、指導していただいた講

師の皆さん、市役所農林課の方々、保護者や地域

の方々等、多くの方々に参加していただき、大盛

況でした。 

 会場にはポスター等の展示物・リーフレットそ

していくつかの「プレゼント」を用意しました。

オープニングは文化祭でも披露した劇でした。練

習を重ね、文化祭からさらに洗練されたものにな

っていました。オープニングが終わるとポスター

等を見せながら、３・４年生の皆さんが参加者一

人一人に、主な木々の名前、それぞれの特徴や

「地球にとって森が大切な役割をしていること」

等、授業で学んだことを説明しました。また、自

分たちで作成したステッカー、実際に訪れた森や

学校の敷地内にある樹木の実を、くじ引きや手製

のガチャガチャで配るアトラクションも用意しま

した。「プレゼント」をもらった参加者の皆さん

にはとても喜んでいただきました。 

 個人的には、小学生が森の「意味や価値」まで

考えることは難しいかなと思っていました。しか

し説明の中で自分たちの言葉として言えるように

なっていました。そこまで学習できたことは素晴

らしいと思います。これを土台に、さらに考えを

広げ続けてほしいと思います。 

１月のおもな行事 
日（曜日） 予 定 

 １日（水） ㈷元旦 

 ２日（木） 学校閉庁 

 ３日（金） 学校閉庁 

 ４日（土）  

 ５日（日）  

 ６日（月） かっこう号来校 

 ７日（火）  

 ８日（水）  

 ９日（木）  

１０日（金）  

１１日（土）  

１２日（日） 二十歳のつどい（滝沢市） 出初式 

 
１３日（月） ㈷成人の日 

１４日（火）  

１５日（水）  

１６日（木） 始業式 ○中実力テスト 

１７日（金） ALT来校 ○中 1年英語IBAテスト 

１８日（土）  

１９日（日）  

２０日（月） かっこう号来校 

２１日（火） ○小○中朝会 SC来校 

２２日（水） 身体測定 

２３日（木）  

２４日（金） ○小クラブ 

２５日（土）  

２６日（日）  

２７日（月） 委員会 集金引落日 

２８日（火） 全校朝会 SC来校 

２９日（水） ALT来校 ○小なかよし交流会 

３０日（木）  

３１日（金） 授業参観  

 

 

森
もり

フェス、大盛況！！ 

  



 

 

 

 本日、終業式を終え、長かった2学期がおわりま

した。「酷暑」から始まり、今、外は真っ白な冬

景色。あの暑さは、はるか昔の記憶となりつつあ

ります。 

 2学期の始業式では「授業に集中して学力向上。

協力して行事を成功させる。」を呼びかけてスタ

ートしました。児童生徒の皆さんはそれぞれのペ

ースで一生懸命、取り組んでくれました。日々の

授業をのぞくと一生懸命考え、進んで発言しよう

とする児童生徒の姿がありました。また行事への

取り組みでは、高い目標に挑戦し、やり遂げる姿

がありました。特にも学習発表会の学年毎の発表

では、自分たちなりの工夫を加えながら生き生き

と表現し、発表に見ている皆さんを感動させるこ

とができました。ロードレース大会、中学校新人

大会での活躍や小学校・中学校の合唱の発表な

ど、校報では書ききれないくらいの成果をあげて

くれた2学期でした。ただ、学習でも行事でも課題

はありました。できる部分はこれからの時間の中

で補い、目標達成を目指しましょう。できない部

分は次の機会に挽回を目指していきましょう。 

 今日の終業式では3つのことをお話しました。一

つは「生活リズム」、二つ目は「身の回りの危険

から自分を守ること」、そして三つ目に「新しい

年の見通しをたてる事」。 

21日間の冬休み中、目的をもってすごし、それ

ぞれ成長する期間にしてほしいと思います。令和

７年１月１６日の始業式には、全員が元気な姿

で、そして笑顔で登校することを期待していま

す。 

 

 

 

「 いよいよ明日から冬休みが始まります。二学

期を振り返るとたくさんの出来事がありました。 

 特に二大行事の一つである学習発表会では全校

で頑張って取り組み、カルミアを復活させること

ができてよかったです。また、みんなで楽しむこ

とができ、大成功だったと思います。 

 学習では中間テスト、期末テストがありまし

た。満足な結果だった人もいれば、そうではなか

った人もいました。冬休み明けの実力テストに向

けて、冬休み中は計画的に学習に取り組み、休み

明け実力テストでしっかりと結果を残しましょ

う。 

 部活動では３年生が引退し、部員が少なくなっ

てしまったのですが、少ない中でも一生懸命練習

し、九月の新人大会では女子個人戦で県大会に３

人が出場することができ、良かったです。三学期

は一人一人が自分の目標を立て、技術向上できる

よう、頑張りましょう。 

 これまではスローガン「友愛」で数々の行事を

成功させてきました。全校をあげて頑張って取り

組んだからこその結果だと思います。後期のスロ

ーガンは、「絆」です。総会で確認したように１

月と２月には挨拶運動を行います。この活動を通

して、誰もが気持ちのよい挨拶ができるようにな

り、よりよい学校にしていきたいと考えていま

す。 

 最後にみなさん、体調管理をしっかり行い、計

画に沿って充実した生活を送りましょう。  」 

 

おいしいとうふになーれ！ 
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わっくつ
八十七日間の成果 ～2学期を終えて～ 

 

「二学期を振り返って」  

～ 中学校 生徒代表あいさつより～ 

回覧 



 

 

 

 

 

「 長いようで短かった二学期も、今日で最後で

す。 

 二学期は行事が沢山有りました。学習発表会、

ロードレース大会、などです。生活目標にも設定

し、みんなで成功させることができました。学習

発表会では、カルミアを復活させることができま

した。私は伴奏をしました。夏休み明けから練習

してきたので、緊張したけどうまくひくことが出

来ました。先生から『感動して涙がでそうになっ

た。』と言われてうれしかったです。生活面では

あいさつがあまり出来ていなかったので、今年度

が終わるまでにはできるようにして行きたいで

す。 

 冬休みの児童会のめあては、『健康で、安全な

冬休みにしよう』です。具体的な取り組みは、手

洗い・うがいと早ね・早起き・朝ごはん、雪道の

歩き方です。このことに気をつけて生活しましょ

う。そして三学期を迎えましょう。     」 

 

 

 

 
「二学期の反省と冬休みに向けて」 

～ 小学校 児童代表あいさつより～ 

 

 

ちょこっと お知らせ 

 過日行われました「森フェス」に関する記事が滝沢

市農林課のインスタグラムに、近日（12月30日？）ア

ップロードされるそうです。年末になりますが、可能

な方は下記のQRコードを読み取り、ごらんいただけれ

ば幸いです。 

 

何事も「べんきょう」～子ども会リーダー研修会～ 

１２月７日（土）にテンパーク（岩手山青少年交

流の家）を会場に滝沢市子ども会リーダー研修会が

開催され、本校からも３名の児童が参加しました。

当日は市内の児童代表に加えて、盛岡大学の大学生

もサポートで参加し、一緒になってグループのまと

め方やレクレーションの進め方等、多くのことを体

験しました。参加した児童の皆さん、お疲れさまで

した。 

 

 


